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志賀泉酒造
　昭和３５年（１９６０年）に北信地方の蔵元が
集まり清酒共同瓶

びん づ め じ ょ う

詰場として発足。その
後、品質の均一化と酒質向上のため、
昭和38年（１９６３年）に製造から販売までを
行う清酒共同製造場を創業し、地元の
人たちに愛される酒造りに取り組んでい
る。この土地の気候風土に適合した地酒
造りを心掛けており、使用する酒
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ている。また、日本酒の８０％を占める水
は酒の命。命の水を追い求め、４年前に
木島平村にある龍
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水にたどりつ
いた。水を替えてからは抜群に酒が旨く
なったという。中山さんの理想の酒は
『少し香りがあって辛過ぎず、飲みやす
い酒』。「これからも地元産にこだわり
ながら酒の中身に磨きをかけ、日本酒文
化を盛り上げていきたい」と意気込む。
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中野市東山３番１号
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蔵ではホーロータンクが眠るように整然と並んでいる

左：普通酒の仕込みに使用している大型の連
れ ん ぞ く む し ま い き
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キノコ料理にも良く合います
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天領誉酒造
　釜場に足を踏み入れると目
の前にはひときわ存在感のあ
る大釜。築１３０年を経過した仕
込み蔵では、酒の味がまろや
かになるというモーツァルト
の曲が流れ、酒

し ゅ ぼ

母タンクに反
響するように響き渡る。明治
１３年（１８８０年）に前身である「中
村屋」が創業。戦後、７社が統
一し「天領誉酒造株式会社」が
誕生した。四代目当主の中
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司さんは、肉料理にも合い、
何杯飲んでも飽きない『辛口の

酒』にこだわり、「辛口の酒と
言えば天領誉」と自負する。使
う原材料はすべて地元産。酒
米は市内産の「美

み や ま に し き

山錦」を使用。
仕込み水は、敷地内の井戸か
ら汲み上げた志賀高原の伏流
水を、逆
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し、酒造りに適した水に仕上
げている。日本酒の雪中貯蔵
やバラのリキュールの開発な
どにも取り組んできた。これ
からも現状に満足せず、新た
な酒文化の形を発信し続ける。
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モーツァルトの曲が流れる仕込み蔵。築
１３０年を超えるが、平成２３年（２０１１年）の長
野県北部地震の際もビクともしなかった

「日本酒に固定観念を抱かないこと。酒の
楽しみ方は酒屋に聞くのが一番です」と語
る中嶋博司さん


